
９／９（水）

順 番 議　　員　　名

1 常 世 田 正 樹

2 﨑 山 華 英

3 島 田 恒

4 永 井 孝 佳

5 伊 場 哲 也

９／１０（木）

順 番 議　　員　　名

1 金 澤 雅 哉

2 伊 藤 春 美

3 松 木 源 太 郎

4 戸 村 ひ と み

5 伊 藤 房 代

6 髙 □ 美 千 子

令和８年旭市議会第３回定例会　一般質問日程



 

令和８年旭市議会第３回定例会一般質問表  

 

 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
常 世 田 正 樹  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１　障がい者福祉の充実について  

⑴ 障がいのある方が、日々の暮らしに喜びを感じ、

働く意欲を持てるようなまちづくりを本市は目指

していると思われるが、就労継続支援 B 型の福祉

サービスについて伺う。  

⑵ 障がいのある方の雇用状況について、本市の課題

について伺う。  

 

２　観光の振興について  

⑴ 旭市七夕市民まつりの運営にあたり、本年度実行

委員会からいくつかの団体への助成金等が無くな

ったことで活動に支障をきたしたようであるが、

助成金等の使途について伺う。  

 

３　部活動地域展開の充実について  

⑴ 部活動地域展開に向けてモデル事業が進められて

きたが、成果と今後の課題について伺う。  

 

 

 

 

 



 

 
 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
﨑 山 華 英

 

１　公共施設の有効活用に向けた取り組みについて  

⑴ 市民が利用できる全ての施設について、情報提供が

不十分なことから施設利用が十分にされていない

と思われる。今後の施設の在り方を検討していくた

めにも、利用実態や市民ニーズを適正に把握する必

要があると考えるが、市の見解を伺う。  

 

２　持続可能な消防団運営について  

⑴ 近年、消防団の活動は様々な見直しが進められて

いるが、地域防災力を維持しながら団員が無理な

く活動できる運営が求められている。活動につい

て現状把握と見直しの状況、特に子育て中の家庭

への配慮について伺う。  

 

３　学校給食の質確保と無償化について  

⑴ 物価高騰の中でも、栄養バランスや食材の質・量

を維持するため、賄材料費等の現状と給食の質の

確保に向けた取り組みを伺う。  

⑵ 学校給食費の無償化が実現する一方、事情により学

校給食を利用しておらず、無償化の恩恵を受けられ

ない家庭への支援の在り方について伺う。  



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
島 田 　 恒  

 

 

１　成田空港の機能強化を本市の活性化につなげる取り

組みについて  

⑴ 成田空港の機能強化に伴い、成田方面への人・物の

動きが活発化されることが予想されるが、現在の道

路網の整備と今後の課題について伺う。  

⑵ 空港の物流利便性を生かした農水産物の迅速な輸

送体制の構築は、地域産業の価値を飛躍的に高める

可能性がある。「旭ブランド」の輸出拡大に向けて

現状とどのような方策を検討しているのか伺う。  

⑶ 空港圏域への人口の流入が予想され住む場所とし

て本市が選択肢の一つとなるために、周辺自治体と

の差別化や移住検討層に向けたシティプロモーシ

ョンの強化が必要と考えるが、市の見解を伺う。  

 

２　ふるさと応援寄附の現状と今後の取り組みについて  

⑴ ふるさと応援寄附は自主財源を確保するうえで、非

常に有効なものである。ふるさと応援寄附の現状分

析と今後の取り組みについて伺う。  

⑵ ふるさと応援寄附の増加には、魅力ある返礼品が不

可欠であると考えるが、返礼品の状況について伺

う。  

⑶ ふるさと応援寄附は具体的にどのような事業に活

用をされているか、寄附金の使い道について伺う。



 

 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
永 井 孝 佳  

 

１　飯岡バイパス沿線の発展について  

⑴ 国道 126 号飯岡バイパス沿線は銚子連絡道路との

接続により需要が高まると思われるが、雑草繁茂

などによる環境悪化への対策や沿線の農地の有効

活用について伺う。  

 

２　企業誘致について  
⑴ 市の持続的な発展と雇用確保のためにも、産業用地

の確保が急務である。新たな企業を誘致するため

に、企業立地の受け皿となる産業用地の確保を市で

行うことができないか伺う。  

 

３　農業の振興について  

⑴ 農業従事者の減少が加速する中、持続可能な農業

経営と大規模化が必要と考えるが、市の支援体制

について伺う。  



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
伊 場 哲 也  

 

１　事業者デジタル化支援事業の拡充について  

⑴ 事 業 の ね ら い と 令 和 ７ 年 度 な ら び に ８ 年 度 の 事

業内容について伺う。  

⑵ 具 体 的 に ど の よ う な プ ロ セ ス で 支 援 を 実 施 し た

のか伺う。  

⑶ 支 援 前 と 支 援 後 の 比 較 か ら 具 体 的 に ど の よ う な

事業効果があったのか伺う。  

⑷ 今後の事業の取り組みについて伺う。  

 

２　学校教育の充実について  

⑴ 学校現場における生成 AI の利活用と今後の計画

について伺う。  

⑵ 次期学習指導要領を見据え、デジタル教科書導入

に向けての見解や今後のスケジュール、予算措置

について伺う。  

⑶ 次期学習指導要領を見据え、地域の特色や学校の

実態に合わせて授業時間数を柔軟に増減・調整で

き る 調 整 授 業 時 数 制 度 の 取 り 扱 い と 教 育 課 程 編

成の整備状況について伺う。  

⑷ 毎 年 実 施 さ れ て い る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 係 る

点 検 ・ 評 価 報 告 の 内 容 と 今 後 の 対 策 に つ い て 伺

う。  

⑸ 本 格 的 に ス タ ー ト し た 中 学 生 の 休 日 部 活 動 地 域

展開の現況と今後の方針について伺う。  



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
金 澤 雅 哉  

 

１　粗大ごみの「自己搬入式」から「戸別収集方式」

への転換について  

⑴ 粗大ごみに対する市の処理は、どのような計画に

なっているのか伺う。  

⑵ 粗 大 ご み の 不 法 投 棄 の 現 状 は ど の よ う に な っ て

いるのか伺う。  

⑶ 東 総 地 区 ク リ ー ン セ ン タ ー の 区 域 外 の 近 隣 市 町

(東庄町・香取市・横芝光町・山武市)の状況はど

のようになっているのか伺う。  

⑷ 年々少子高齢化が加速する中、負担軽減が期待で

きる「戸別収集方式」への転換は、市民全体に及

ぶ 実 現 可 能 で 絶 賛 さ れ る 行 政 サ ー ビ ス だ と 思 う

が市長の見解を伺う。  

⑸ 市の財政状況が良好であるならばいち早く、来年

度から近隣市町並みに「戸別収集方式」へ転換し、

基礎的行政サービスの充実を図り、追いつくべき

だと思うが、市長の判断を伺う。  

 

２　民間施設を活用した「涼み処」の拡充と市役所庁

舎の交流・憩いの場としての機能充実について  

⑴ 現在設置されている「涼み処」の利用状況と今後、

民間施設と連携して拡充できないか伺う。  

⑵ 新 庁 舎 建 設 時 に 市 民 が 気 軽 に 立 ち 寄 れ る フ リ ー

ス ペ ー ス や カ フ ェ 等 の 設 置 に つ い て 検 討 さ れ た

のか伺う。  

⑶ 市 役 所 庁 舎 に フ リ ー ス ペ ー ス や カ フ ェ 等 を 設 置

し、市民の交流・憩いの場及び「涼み処」として

活用する場合の課題と可能性について伺う。  

 



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
伊 藤 春 美  

 

１　多世代が集う健康づくり拠点の整備について  

⑴ 公園の整備にあたり、子どもの発達や遊びの場を

確保することはもとより、高齢者の健康増進や介

護予防にも資する健康遊具を設置することで、子

どもから高齢者まで多世代が日常的に集い、健康

づくりに親しめる「多世代共生型」の公園づくり

を取り入れられないか伺う。  

 

２　専門職配置による市職員への相談支援体制の強化

について  

⑴ 市 職 員 の メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 や ハ ラ ス メ ン ト の

早期発見・対応を図り、一人で抱え込まず相談で

きる体制を整えることが重要である。相談するこ

と自体が難しい人へ「相談を待つ」のではなく届

け る と い う 観 点 か ら 、 専 門 職 の 相 談 員 の 配 置 な

ど、相談体制を強化する必要があると考えるが、

市の見解を伺う。  

 

３　旭市デマンド交通の持続可能性と利便性向上につ

いて  

⑴ 運 転 免 許 を 返 納 し た 高 齢 者 や 移 動 手 段 を 持 た な

い市民の増加が見込まれている。本市におけるデ

マンド交通の持続可能な運営と、誰もが利用しや

すい支援体制の取り組みについて伺う。



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
松 木 源 太 郎

 

１　地震と豪雨災害への対応を含む旭市の防災対策の

強化について  

⑴ 地球温暖化に伴う気候変動により、地震を含む自

然災害のリスクが高まっている。県が５月２６日

に発表した新たな「地震被害想定調査結果」を踏

まえ、昨年修正した「旭市地域防災計画」の見直

しが急務である。今後の計画とその見通しについ

て伺う。  

⑵ ８月１３日の線状降水帯による千葉豪雨は、数千

台の自動車水没や死者の発生など、極めて深刻な

被害をもたらした。地球温暖化に伴い、このよう

な異常気象が頻発する可能性が高まっている。今

後の水害対策をどのように強化、改善するのか、

今後の対応方針について伺う。  

 

２　千葉県におけるＣＣＳ事業（二酸化炭素回収・貯

蔵）計画について  

⑴ ７ 月 中 旬 よ り 九 十 九 里 町 沖 合 で Ｃ Ｃ Ｓ 事 業 の 調

査が開始されており、旭市の海岸からも視認でき

る状況であるが、市長は事業者から事業説明を受

けているのか、本市への環境影響や安全性につい

て、どのような確認をされているのか伺う。  

 

３　守秘義務違反に対する市の認識について  

⑴ 本年第２回定例会での質問の際に、違法であるか

のような発言があったが、私の認識と相違してい

る。副市長の認識について伺う。



 
 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
戸 村 ひ と み  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１　旭の観光振興と水産業発展について  

⑴ 全国豊かな海づくり大会に向けた、市内関連事業

や道路整備等の進捗状況を伺う。  

⑵ 九 十 九 里 ビ ー チ ラ イ ン 周 辺 の 観 光 振 興 と し て 地

域の再開発が有効であると考える。その検討材料

と な る 当 該 地 域 の 施 設 等 の 収 益 状 況 や 本 市 の 持

つ 豊 か な 自 然 と 食 の 魅 力 を ど の よ う に 活 用 し て

いくのか伺う。  

 

２　市内経済の活性化促進について  

⑴ 市内経済を活性化させるためには、市内外の人の

動きを生むことが必要であると考える。コミュニ

テ ィ バ ス や デ マ ン ド 交 通 な ど の 公 共 交 通 機 関 や

ボランティア送迎について、活用や制度の見直し

に よ り 新 た な 人 の 動 き を 作 り 出 す こ と が で き な

いか伺う。  
 

 

 

 

 

 

 



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
伊 藤 房 代  

 

 
１　道路の安全対策について  

⑴ 駒込橋の欄干がかなり傷んでいるが、今後の改修

工事の予定について伺う。  
⑵ 駒込橋から北に向かう道路について、県道八日市

場井戸野旭線をまたぐ交差点までの約１キロメー

トル区間、道路全体にひび割れがひどく陥没個所

も目立つようになってきた。今後改修工事の予定

はあるのか伺う。  
 

２　不登校について  
⑴ 特に夏休み前後は、子どもの不安が高まりＳＯＳ

が増える時期である。不登校に悩む子どもや家庭

への支援について伺う。  

 
３　高等学校への支援について  

⑴ 千葉県立旭農業高等学校は、千葉県内で唯一の農

業高校だが、年々生徒数が減少傾向にある。市と

して、旭農業高等学校の良さを全国へもっとアピ

ールすることはできないか伺う。  

 
４　未登記建物の解消について  

⑴ 本年５月２９日付の千葉日報において、法務省の

調査結果として、現存する建物のうち２割を超え

る建物が未登記であることが報じられた。市では

未登記建物はどのくらいあるのか伺う。  

 
 
 
 
 
 
 



 

 
質問議員 質　問　事　項　及　び　要　旨

  
□高 美 千 子  

 
１　外国人住人による国民健康保険制度の適正利用に

ついて  
⑴ 外国に比べ日本の医療は質が高く患者の負担が低

い傾向にあることを背景とした、外国人による国

民健康保険制度の不正利用が問題となっている。

その実態と適正な制度運用に向けた本市の取り組

みについて伺う。  
 

２　本市の人口減少に対する認識と今後の対策につい

て  
⑴ 本市の人口は総合戦略に示された推計値に比べ早

い速度で人口減少が進んでいる。この現状をどの

ように認識し、危機感を持っているか。人口減少

を食い止めるために結婚や出産に前向きになれる

ような支援ができないか伺う。


